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はくぶつかん　みどりの日
６／２２（日） 9:30～12:00

草取りボランティア
７／１０（木）早朝 ６：００～７：００

～ミュージアムワーク～

コククジラ骨格堀上ボランティア募集！
７／６（日）９：３０～１２：００

雌阿寒岳 高山植物と火山観察会
７／１３（日）５：３０～１８：００

５月・６月にお手伝いいただいた皆さん、ありがとう
ございました。引き続き８～９月毎月10日に行います。
お手伝いよろしくお願いいたします。

協力会では、博物館の行う様々な活動を協力・支援
していただける方を募集しています。
今回、入会申込書を同封しました。
お知り合いをぜひ、ご紹介ください。

知床博物館協力会　会員募集中！

今年は花壇への苗移植を中心に野外観察園の
整備を行います。一汗かいた後は、竪穴住居
「わらドーム」内にて焼き肉を行います。
準備の都合がありますので、参加される方は
博物館(TEL3-1256)までご連絡ください。

※雨天の場合は、６／２５（水）に
　行います。(時間は同じです)

～ひな・ヒナ・雛～
　博物館では、最近鳥のヒナが持ち込まれることが多くなり
ました。子供たちが巣立ち近いカワラヒワのヒナを保護して
きました。親鳥とはぐれたのでしょう。たっぷりと餌を食べ
て元気をつけ、翌日の朝、保護された場所の朝日公園へ。チー
チーと15分ほど鳴いていると親鳥がやってきました。そして
親鳥の導くまま後をついて草むらの中へ。もう少しの期間親
鳥から餌をもらいますが、すぐに飛べるようになるでしょう。
　それから数日後、今度はスズメのヒナが5羽保護されました。
換気扇から巣材ごと持ち込まれましたが、スズメのヒナたち
は元気でとても力強い鳴き声です。食欲もあり、最近では羽
をぱたぱたさせて飛ぶしぐさをみせてくれます。

　1996年５月16日に寿都町の海岸に漂着し、寿都町内の南
部後志衛生組合処分場内に埋設されたコククジラ骨格のう
ち、頭骨・下顎骨・右肩胛骨・右前肢骨格・頸椎骨・胸椎
骨の一部・肋骨の一部・舌骨の一部を2001年10月に収集し
ました。知床博物館敷地内に安置、火山灰に埋設し脱脂を
行っていたこの標本を掘り起こし、洗浄、骨格標本として
収蔵する作業をお手伝いしていただける方を募集します。
コククジラは日本海・オホーツク海沿岸に個体群で生息し、
絶滅が心配されています。

博物館集合・解散　　参加費　無料
持ち物　軍手・長靴・汚れてもよい服装
※事前にお申込みください

・ロビー展

　北海道地形模型　７／２６（土）～

※ロビー展のみの観覧は無料です

カワラヒワのヒナ

スズメのヒナ

雌阿寒岳の大パノラマと高山植物を楽しみに
いきませんか？メアカンフスマ・メアカンキン
バイといった雌阿寒の名前のついた花を本場で
観察するチャンスです。ただし登山になります
のでそれなりの装備と体力が必要です。自信の
ない方はご相談ください。

＊詳しくは「おじろ通信」をご覧ください

エゾリスの前右足

・サツキの花
今年もみごとなサツキの花が博
物館ロビーで来館者の皆さんの
目を楽しませています。
北見市の川崎久美さんが毎年博
物館へお届けくださるもので、
ロビーでは赤・ピンク・白など
色とりどりの花が次々と花を咲
かせています。

親鳥と会えた
カワラヒワのヒナ

ヒナ


